
　

宝
塚
歌
劇
で
は
、
２
月
９
日
（
金
）
〜
３
月
19
日
（
月
）、

グ
ラ
ン
ド
・
ロ
マ
ン
ス
『
明
智
小
五
郎
の
事
件
簿
―
黒
蜥
蜴

（
ト
カ
ゲ
）』
〜
江
戸
川
乱
歩
作
「
黒
蜥
蜴
」
よ
り
〜
、
シ
ョ

ー
『
Ｔ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
Ｄ
Ｏ　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
（
タ
キ
シ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
）』

と
し
て
、
花
組
公
演
を
開
催
し
ま
す
。息
を
飲
む
ス
リ
ル
と

夢
が
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宝塚歌劇

　江戸川乱歩原作「黒蜥蜴」は、乱歩が40歳
である、1934（昭和9）年に発表された作品。
現在販売中の光文社文庫版全集の第9巻に
は、『黒い虹』『黒
蜥蜴』『人間 』『石
榴』の4編が収録。
スリリングなトリ
ックや恐怖シー
ン、摩訶不思議で
謎めいた世界に、
今も、読者から根
強い支持を得てい
ます。

いつの時代も人を魅了してやまない　「黒蜥蜴」作品紹介

　一方、美輪明宏主演の舞台「黒蜥蜴」は、
1968年、三島由紀夫が脚色したもの。その妖艶
な演技が高い評価を得、1993年からは、美輪
明宏演出で5回にわたり上演されています。
　三島との交友も深かった美輪明宏が、三島
戯曲の持つ日本語の美しさを余すところな
く表現。壮大な恋愛物語として人気を博して
います。
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ショー『TUXEDO JAZZ（タキシード
ジャズ）』より、春野寿美礼(右）、桜乃
彩音　Ⓒ宝塚歌劇団 光文社文庫　980円

　

こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
映

画
や
舞
台
で
上
映
・
上
演
さ
れ

た
江
戸
川
乱
歩
原
作
の
「
黒
蜥

蜴
」。今
回
は
、気
鋭
の
演
出
家
、

木
村
信
司
さ
ん
が
脚
本
・
演
出

を
手
が
け
、
グ
ラ
ン
ド
・
ロ
マ

ン
ス
『
明
智
小
五
郎
の
事
件
簿

|
黒
蜥
蜴
（
ト
カ
ゲ
）』
〜
江

戸
川
乱
歩
作
「
黒
蜥
蜴
」
よ
り

〜
と
し
て
、新
た
な
宝
塚
版「
黒

蜥
蜴
」
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
花
組
の

ト
ッ
プ
春
野
寿
美
礼
が
、
憂
い

を
帯
び
た
二
枚
目
、
明
智
小
五

郎
を
ひ
と
き
わ
ダ
ン
デ
ィ
ー
に

演
じ
、こ
れ
ま
で
の
「
黒
蜥
蜴
」

で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、〝
伊

達
男
〞
の
知
ら
れ
ざ
る
表
情
が

垣
間
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
当
代
き
っ

て
の
名
探
偵
、
明
智
小
五
郎
が

宝
石
商
の
岩
瀬
に
雇
わ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
美
し

い
令
嬢
、
岩
瀬
早
苗
の
誘
拐
予

告
が
あ
っ
た
た
め
。
予
告
し
た

の
は
、神
出
鬼
没
の
大
怪
盗「
黒

蜥
蜴
」。
明
智
と
「
黒
蜥
蜴
」

と
の
頭
脳
戦
を
軸
に
、
物
語
は

展
開
し
ま
す
。

　

物
語
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な

る
の
が
、
緑
川
夫
人
。
美
し
く
、

優
雅
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
を
た
た

え
た
女
性
は
、
早
苗
と
親
し
い

間
柄
。
早
苗
が
す
り
替
わ
る
状

況
や
、
度
重
な
る
ト
リ
ッ
ク
の

手
口
に
、
明
智
は
、
緑
川
夫
人

こ
そ
、「
黒
蜥
蜴
」
だ
と
確
信

し
ま
す
。
同
時
に
彼
女
に
不
思

議
な
恋
心
も
抱
か
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
二
人
の
行
く
末
は

い
か
に
？

名
探
偵
と
謎
め
い
た
女
性
の
頭
脳
戦
と
恋

豪
華
な
衣
装
と
七
変
化
も
楽
し
み

　

宝
塚
ら
し
さ
を
堪
能
で
き
る

の
が
豪
華
な
衣
装
で
す
。「
黒

蜥
蜴
」
で
も
、
き
ら
び
や
か
な

装
飾
品
、
輝
く
ド
レ
ス
の
数
々

が
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
舞
台
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
洋
装

か
ら
和
装
へ
、
時
と
し
て
優
美

に
、
時
と
し
て
凛
々
し
く
七
変

化
す
る
、
変
装
の
名
手
「
黒
蜥

蜴
」。
そ
の
鮮
や
か
な
早
変
わ

り
も
見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
。

　

美
し
く
も
切
な
い
耽
美
的
な

世
界
観
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で

華
や
か
な
演
出
、
夢
の
ひ
と
と

き
に
う
っ
と
り
と
浸
れ
そ
う
で

す
。

　

同
時
公
演
は
、
ア
メ
リ
カ
の

【
舞
台
】

Ⓒ宝塚歌劇団（イメージ）

問い合わせ
宝塚歌劇インフォメーションセンター
☎0570（00）5100
午前10時～午後５時、水曜休
※一部の携帯電話、PHS、IP電話は使えません。
http://kageki.hankyu.co.jp/

古
き
良
き
時
代
を
テ
ー
マ
に
し

た
、
シ
ョ
ー
『
Ｔ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
（
タ
キ
シ
ー
ド
ジ

ャ
ズ
）』。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
薫

り
が
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
シ
ー
ン

と
歌
が
楽
し
め
る
内
容
。
ア
ダ

ル
ト
な
華
や
か
さ
と
、
み
ず
み

ず
し
さ
を
ち
り
ば
め
た
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
高
い

作
品
で
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

躍
動
感
の
あ
る
華
麗
な
ス
テ
ー

ジ
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　明智と黒トカゲの関係は興味深い。
代表的なとらえ方としては、黒トカゲ
の奥底に「男性」を見るものです。女賊
の内面には、女性のなかの男性が潜ん
でおり、だからこそ男性である明智と
は愛しても永遠に結ばれない。しかし
今回の公演では、黒トカゲを「少女」だ
ととらえました。
　その気まぐれ、行動の大胆さに、むし
ろ処女性を感じたのです。実は少女こ
そ、少年と同じく残酷さを秘めていま
すから。その処女性を、明智小五郎が一
枚ずつ衣服をはぐように追いつめてゆ
く。名探偵も自分のなかに少年を見い
だすかもしれません。少年と少女は愛
し合うかもしれません。結末は、原作と
はちょっとだけ違う、宝塚ならではの
ロマンティックなものになるでしょう。

原作と少し違う
ロマンティックな結末に期待を

プロフィル
　1988年4月、宝塚歌劇団入
団。オペラ「トゥーランドッ
ト」を題材にした音楽劇『鳳
凰伝』で、2002年度社団法人
日本演劇協会賞受賞。オペラ
「アイーダ」を題材にした『王
家に捧ぐ歌』は高い評価を得、
2003年度第58回芸術祭演劇
部門優秀賞を受賞。

脚
本
・
演
出　

木
村
信
司
さ
ん
に
聞
く

宝
塚
歌
劇
版「
黒
蜥
蜴
」の
見
ど
こ
ろ

2月9日（金）～ 3月19日（月）　花組公演

ショー『TUXEDO JAZZ（タキシードジャズ）』

グランド・ロマンス『明智小五郎の事件簿―黒蜥蜴（トカゲ）』
～江戸川乱歩作「黒蜥蜴」より～

ロマンとスリルあふれる
感動のステージを
ロマンとスリルあふれる
感動のステージを

Ⓒ宝塚歌劇団（イ
メージ）


